
ご
み
発
電
は
時
代
に
逆
行

碧
南
市
は
６
月
２
日
、
中
部
電
力
㈱
と
「
資
源
循

環
事
業
等
の
検
討
に
関
す
る
連
携
協
定
」
を
結
び
ま

し
た
。
２
月
６
日
か
ら
着
々
と
、
市
民
そ
っ
ち
の
け

で
準
備
を
進
め
れ
来
た
こ
と
が
、
日
本
共
産
党
の
情

報
公
開
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

お
題
目
と
は
全
く
違
い
、
ご
み
焼
却
場
を
中
部
電

力
に
作
っ
て
も
ら
い
全
面
的
に
依
拠
し
て
い
く
と
い

う
も
の
で
す
。
日
本
共
産
党
は
、
７
月
11
日
、
民
設

民
営
化
を
撤
回
し
た
静
岡
県
掛
川
市
の
日
本
共
産
党

市
会
議
員
団
の
勝
川
志
保
子
議
員
、
大
井
正
議
員
に

会
い
、
ど
う
戦
っ
た
の
か
聞
い
て
き
ま
し
た
。

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
の
社
会
へ
の
確
信

掛
川
市
の
検
討
委
員
会
で
は
６
名
の
大
学
教
授
に
よ
っ

て
「
公
設
公
営
で
な
け
れ
ば
ご
み
減
量
に
行
政
が
責

任
を
持
て
な
い
」
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
の

社
会
へ
と
時
代
が
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
ご
み
発
電

は
二
酸
化
炭
素
削
減
に
全
く
な
ら
ず
、
逆
行
す
る
」

と
き
っ
ぱ
り
。
公
設
公
営
を
堅
持
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

ご
み
排
出
量
全
国
一
少
な
い
掛
川
市

掛
川
市
は
、

人
口
10
万
人

以
上
50
万
人

未
満
の
自
治

体
に
お
け
る

リ
デ
ュ
ー
ス

（
減
量
）
部

門
に
お
い
て
、

２
年
連
続
、

年
間
１
人
１

日
当
た
り
の

ご
み
排
出
量

が
最
も
少
な

い
自
治
体
と

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で

の
全
国
順
位

は
、
12
年
連
続
ベ
ス
ト
３
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
聞

な
ど
紙
は
、
町
内
会
や
学
校
ご
と
に
コ
ン
テ
ナ
を
置

き
報
奨
金
な
し
で
売
却
金
は
各
組
織
に
入
り
ま
す
。

選
定
枝
は
、
民
間
業
者
に
直
接
持
ち
込
み
。

生
ご
み
は
、
神
奈
川
県
葉
山
町
発
祥
の
「
キ
エ
ー
ル
」

の
木
製
箱
で
処
理
な
ど
徹
底
し
た

ご
み
減
量
を
行
っ
て
い
ま
す
。

碧
南
市
で
は
ま
だ
ま
だ
努
力
の

余
地
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
住
民
と
と
も
に
進
め

て
い
る
減
量
施
策
に
水
を
か
け
る

の
が
民
設
民
営
で
す
。

掛
川
茶
に
風
評
被
害
が
ー
と
住
民
が
反
対

現
在
、
70
ト
ン
／
日
×
２
基
で
す
が
、
５
年
後
に
完

成
す
る
施
設
は
60
ト
ン
／
日
×
２
期
と
規
模
を
縮
小

し
ま
す
。
２
０
５
０
年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
を
本

気
で
実
現
す
る
に
は
、
ご
み
ゼ
ロ
へ
と
努
力
す
る
こ

と
が
必
須
で
す
。
減
量
へ
と
対
応
で
き
る
焼
却
施
設

に
す
る
の
で
す
。
民
営
化
で
は
産
廃
も
含
め
２
４
０

ト
ン
／
日
と
倍
加
の
計
画
で
、
地
元
の
お
茶
生
産
者

か
ら
、
風
評
被
害
に
な
る
と
反
対
の
声
も
上
が
り
ま

し
た
。

碧
南
市
は
ま
だ
ま
だ
や
る
こ
と
が
あ
る

碧
南
市
は
中
電
に
ご
み
焼
却
場
を
投
げ
出
す
前
に
、

生
ご
み
、
選
定
枝
、
紙
類
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別

リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
ま
だ
ま
だ
、
ご
み
減
量
化
に
向
け

や
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

行
政
責
任
を
環
境
と
地
球
を
守
る
た
め
に
こ
そ
発

揮
す
べ
き
で
す
。

学
習
し
ま
し
ょ
う
。
民
営
化

ノ
ー
の
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う

８
月
20
日
㈰
午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で
、
文
化
会
館

で
学
習
会
を
行
い
ま
す
。

掛
川
市
か
ら
大
井
正
市
会
議
員
、
ご
み
問
題
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
岩
佐
恵
美
さ
ん
が
講
演
し
ま
す
。

直
庭
な
け
れ
ば
、
環
境
を
守
れ
ま
せ
ん
。
民
営
化

ノ
ー
の
声
を
上
げ
「
効
率
化
優
先
。
企
業
利
益
優
先

は
ノ
ー
の
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
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日本共産党碧南市委員会
碧南市笹山町3-13-10

電話・FAX/42-8706

日本共産党生活相談所
山口はるみ 電話 42-8940 FAX 41-9904
岡本 守正 電話 41-5357 FAX 46-1595
磯貝 明彦 電話・FAX 48-2718

掛川市に行ってきました

焼却場前で 大井掛川市議、岡本市議、柴口高浜市議、山口市議、勝川掛川市議

右は、温暖化や再エネの説明「子どもたちにもわかるエコみらい館の展示」



2023 年８月２０日㈰
午後２時～５時 参加費：無料

場所：碧南市文化会館３階
（碧南市源氏神明４ 電話 0566-42-3511）
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日本共産党碧南市委員会

市議会議員 市議会議員 市民運動部長

山口はるみ 岡本守正 磯貝明彦
☎42-8940 ☎41-5357 ☎48-2718
三度山町 2-70-4 笹山町 6-29 若松町 3-253

大
軍
拡
・
大
増
税
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

７
月
19
日
（
水
曜
日
）

午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

東
浦
町
6
ー
17

（
日
進
小
学
校
南）

http://hekinan.jcpweb.net/

日本共産党碧南市会議員団のホームページを

ご覧ください。

を考える学習会

2023年6月2日、禰冝田碧南市長は中部電力㈱と「資源

循環事業等の検討に関する協定」を提携。1年後をめどに、

現在の衣浦衛生組合のごみ焼却場を廃止し中電による民設

民営の２００ｔ/日の焼却場の建設、移行を計画しています。

深刻な気候危機の元凶の中部電力に、一般廃棄物をまかせ、

産廃物も混焼する計画は市民に極秘で進められました。

みんなで、問題点を考えましょう。学習会にご参加くだ

さい。

講師 ◎岩佐 恵美さん
1939年、上海生まれ。早稲田大学露文科卒業。
貿易会社勤務を経て、日本生活協同組合連合会
消費者活動課長、全国消費者団体連絡会幹事を
歴任。1979年から日本共産党衆議院議員４期11
年。1998年から参議院議員１期６年
※著書『スッキリわかるごみ問題―解決のための
必携書岩佐恵美【監修】/『議会と自治体』編集部
【編】』他 ごみ問題のエキスパート

◎大井 正掛川市議会議員
ごみ焼却場の民設民営化を2022年に住民運動で撤回。

主催：環境問題を考える市民の会 2023年7月発行

連絡先 磯貝明彦 碧南市若松町３－２５３ 電話 090-7867-0634


